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Ⅰ．はじめに

　非単語反復課題（nonword repetition task）は，
聴覚呈示された非単語を即時再生する課題で，ワー
キングメモリにおける音韻ループでの情報保持を数
値化する方法のひとつとして用いられてきた1),2)。
この非単語反復課題は，課題内容が簡単であること
から，成人はもちろん，2歳児や3歳児といった低
年齢の幼児に対しても使用されている3)。さらに，
非単語反復課題の結果は言語学習（母語習得，外国
語習得）とのかかわりが指摘されるとともに4)-6)，
特異性言語発達障害（specific language impairment）
児において成績低下を示すことから7),8)，その役割
はますます重要になっている。
　非単語反復課題では，当該言語に実在しない非単
語を刺激に用いるため，親密度や心像性といった実
在語にみられる単語属性の直接的な影響は受けない。
しかし，用いる刺激が非単語であるがゆえに非単語
の認知に影響するいくつかの点について考慮に入れ
て お く 必 要 が あ る。Gathercole et al.（1991） や
Munson et al.（2005）といった研究では，非単語
の単語らしさ（wordlikeness）が非単語反復課題成
績に及ぼす影響が検討され，単語らしさが高いと評
定された非単語は，単語らしさが低いと評定された
非単語に比べ非単語反復課題の成績が良いという結
果が得られている9),10)。なお，ここで言う「単語ら
しさ」とは，成人に非単語を呈示し，それがどの程
度単語らしいかを主観的に評定したものである。

「単語らしさ」に関しては，実在語の連想のしやす

さの評定値（連想価11））との間に高い相関が認めら
れる12)とともに，音配列の出現頻度とも高い相関を
示すこと13)が知られている。この音配列の出現頻度
に 関 し て は，Gathercole et al.（1991），Munson

（2001）などの研究において，音配列の出現頻度が
高い刺激の方が音配列の出現頻度が低い刺激に比べ
非単語反復課題の成績が良いという結果が示されて
おり9),13)，非単語反復課題について考える上で考慮
すべき特性であると思われる。一方，呈示された文
字列や音連鎖が当該言語の単語として存在するか否
かを判断する語彙判断課題（lexical decision task）
に お い て， 上 述 の 特 性 に 加 え， 隣 接 語 数

（neighborhood size）の影響が観察されることが示
さ れ て い る14),15)。Coltheart et al.(1977) で は，
ターゲットとなる単語を構成する1文字のみを他の
文字に置き換えることによって作成可能な単語を隣
接語として定義している14)。たとえば，単語“same”
の隣接語として“some”や“name”が挙げられる。
本研究で問題にする発音容易性（pronounceability）
もまた，非単語の認知に影響することが実験により
示されている特性である。川上（1998）は視覚呈示
された単語の語彙判断に発音容易性の影響がみられ
ることを示した16)。また，齊藤（1999）では，単語
と非単語それぞれ100語の発音容易性の主観的評定
値を求めるとともに，その一部の単語と非単語に対
し発音に要する時間を調べたところ，発音が容易で
あると判断されたものの方が，発音が困難であると
判断されたものよりも早く発音されることが示され
た17)。さらに，水本（2013）では齊藤（1999）によ
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る発音容易性評定値をもとに，単語・非単語それぞ
れについて発音容易群と発音困難群の2条件を設定
した直後系列再生課題が行われ，記銘しなければな
らない語数が多くなると2群に差が認められ，発音
容易群の方が発音困難群よりも多く再生されること
が示された18)。
　このように，単語と同様に，非単語の認知におい
ても様々な言語属性が影響しており，非単語反復課
題における発音容易性の影響に関しても検討すべき
課題であると思われる。以下，この点について検討
した実験について報告する。

Ⅱ．方法

　調査に参加した幼児は，保育園に在籍する年長児
クラスの34名であった（平均年齢：6歳4ヵ月，標
準偏差：3.40ヵ月）。このうちの1名においてサ行
音の歯音化が観察されたが，歯茎音間の混同といっ
た音韻弁別上の影響が見られなかったため，課題の
遂行に支障はないと判断し，対象児とした。
　刺激には，齊藤（1999）により発音容易性評定値
が得られている清音3文字の非単語を用いた17)。齊
藤（1999）では5段階（1＝発音しやすい～5＝発
音しにくい）で評定が求められているが，そのうち
評定値が低いもの（発音容易条件）上位20個，評定
値が高いもの（発音困難条件）上位20個から，それ
ぞれ15語を刺激とした。刺激は女性1名により録音
され，この音声刺激をスピーカーを通して対象児に
呈示した。録音した刺激を用いた理由は，刺激の均
一性を保証する目的と口形によるヒント効果を防ぐ
目的からである。なお，刺激のアクセントパタンは
すべて LHH とするとともに，録音に際して，幼児
を対象とした実験に用いるということを説明し，早
口にならないよう教示をした上で実施した。
　発音容易条件・発音困難条件の発音容易性評定値
に関して，条件間に差があることを確認するために
Welch の方法による t 検定を行ったところ条件間の
差が有意であり（t(17.40)=23.69, p<.001），2条件の刺
激に発音容易性の差があることが確認された。一方，
2条件の各刺激について，Tamaoka and Makioka

（2004） に よ る バ イ モ ー ラ 頻 度（bi-mora 
frequency）表19)に基づき1モーラ目―2モーラ目，
2モーラ目―3モーラ目のバイモーラ頻度の平均値
を求めた。この平均値について2条件で差があるか

否かを確認するために Welch の方法による t 検定
を行ったところ，バイモーラ頻度に有意差は認めら
れず（t(14.01)=1.63, p=.13），2条件のバイモーラ頻度
に関して差はなかった。バイモーラ頻度に差がな
かったことから，音配列に関してモーラレベルでの
差はないと推測される。さらに，隣接語数について

『新明解国語辞典』第六版の見出し語として存在す
るか否かを隣接語の認定基準として隣接語数を求め，
2条件の平均隣接語数に差があるか否かを確認する
ために Welch の方法による t 検定を行ったところ，
有意差は認められず（t(14.07)=1.71, p=.11），2条件の
平均隣接語数に関して差がないことが確認された。
このように，本研究で用いた刺激は発音容易性以外
の点では統制されたものであるといえる。
　対象児は保育園内において個別に実験を受けた。
音声はノートパソコンからスピーカーを通して対象
児に聞かせ，その際，アニメキャラクターのぬいぐ
るみをスピーカーの前に置き，アニメキャラクター
から話をするという形を採った。対象児には，これ
から，アニメキャラクターが対象児にクイズを出す
こと，クイズの内容は音声呈示されることばを繰り
返し言うことを伝え，練習試行を行った。練習試行
を行うことができたことをもって，教示を理解でき
ていることを確認した。実験者は対象児の言語反応
を記録用紙にカタカナで記録した。音声刺激の呈示
には Cedrus 社製刺激呈示ソフト Super Lab ver. 4.0
を用い，刺激の呈示順序はランダマイズされた。一
連の統計処理に関しては R ver. 3.1.1を用い，有意
水準は5% とした。なお，本研究は平成23年度熊
本保健科学大学疫学・行動科学倫理審査委員会の承
認を経て実施された（承認番号：疫23-5）。

Ⅲ．結果・考察

　発音容易性条件ごとの平均正答数を表1に示した。
表1の結果について，条件間の差を検討するために
Welch の方法による t 検定を行ったところ，条件間
の差が有意であった（t(48.39)=9.82, p<.001）。この結
果は，非単語反復課題結果に発音容易性の影響が認
められることを示すものである。
　次に，位置による誤答数の違いについて検討する。
各モーラの誤答数を表2に示した。なお，刺激はす
べて清音3文字であるため，すべて3音節語かつ3
モーラ語である。表2に示した結果について，発音
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容易性×位置による分散分析を行ったところ，発音
容易性の主効果，位置の主効果は有意であったが，
交互作用は有意ではなかった（発音容易性の主効
果：F(1,33)=35.96, p<.001； 位 置 の 主 効 果：F(2,66)= 
93.09, p<.001；交互作用：F(2,66)=0.064, p=.94）。この
結果から，発音容易条件よりも発音困難条件におい
て誤りが多かったことが窺える。また，位置の主効
果に関して，Shaffer の方法による多重比較を行っ
たところ，1モーラ目と2モーラ目及び1モーラ目
と3モーラ目の間に有意な差が認められ，1モーラ
目が他と比較して誤答数が多いことが示された。な
お，1モーラ目の誤り方に着目してみると，ほとん
どが子音の誤りであるとともに，同一の調音点で有
声性も同一であり調音法のみが異なる音への誤り

（ラ行子音→ダ行子音・ナ行子音，マ行子音→バ行
子音など）が全体の45％を占めていた。この点に関
しては，スピーカーから刺激を呈示するという手法
を採ったことで，刺激の均一性や口形によるヒント
効果の排除という目的は達成されたが，実際その場
で発声する音に比べ相対的に自然度が低下したこと
が知覚に影響した可能性がある。
　Baddeley のワーキングメモリモデル20)において，
入力情報の能動的保持は，音韻ループにおける構音
コントロール過程によるリハーサルを経て行われる。
発音容易性がこの構音コントロール過程に影響した
ために，本研究で得られたような発音容易性の影響
が観察されたと思われる。ただし，聴覚的入力過程
や保持機構の問題ではなく，再生時における出力過
程の問題と考える可能性も否定できない。この点に
関しては，さらなる検討を要するものであり，今後
の課題としたい。

表1　非単語反復課題結果（平均正答数）
発音容易条件 発音困難条件

平均
（SD）

13.91
（0.99）

10.15
（2.00）

表2　条件×位置の結果（総誤答数）
発音容易条件 発音困難条件

1モーラ目 2モーラ目 3モーラ目 1モーラ目 2モーラ目 3モーラ目
77 17 4 112 51 35

Ⅳ．結語

　以上，本研究では，幼児の非単語反復課題成績に
発音容易性の影響がみられることを実験により示し
た。冒頭で述べたように，非単語反復課題は様々な
対象者において用いられる課題である。それだけに，
どのような言語属性がどのように影響しているかを
明らかにすることは，より精度の高い評価のために
も重要であると思われる。

　本研究は，JSPS 科研費 24720198および平成23年
度熊本保健科学大学 教育研究プログラム・拠点研
究プロジェクトの助成を受けて行われた成果の一部
である。
　本研究における利益相反は存在しない。
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